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　はじめに

フエフキダイ科フエフキダイ属 Lethrinusは頬
部が無鱗であること，胸鰭軟条数が 13であるこ
と，背鰭軟条数が 8であること，および臀鰭軟条
数が 9であることなどにより特徴づけられる
（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001）．本属
は日本からは 19種が知られ（島田，2013），鹿児
島 県 か ら は ア マ ク チ ビ L. erythracanthus 

Valenciennes, 1830， ハ ナ フ エ フ キ L. ornatus 

Valenciennes, 1830，およびヤエヤマフエフキ L. 

reticulatus Valenciennes, 1830の 3種を除く 16種の
分布が確認されていた（Motomura et al., 2010；島
田，2013；目黒，2013；木村，2014；畑ほか，
2015；小枝ほか，2016；萬代ほか，2017；畑・本村，
2017; Motomura and Harazaki, 2017；小枝，2017）．
アマクチビはこれまで日本国内において沖縄

県からのみ記録されており（島田，2013），2017

年に環境省版海洋魚類レッドリストにおいて準絶
滅危惧種に指定された．2017年 9月 29日，トカ
ラ列島宝島近海から 1個体のアマクチビが得られ
た．本標本は鹿児島県におけるアマクチビの標本
に基づく初めての記録となると同時に分布の北限
を更新する記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Carpenter and Allen (1989)に
したがった．標準体長は体長と表記し，体各部の
計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．
重量の計測はデジタル電子計りを用いて 1 gまで
おこなった．アマクチビの生鮮時の体色の記載は，
固定前に撮影されたトカラ列島産標本（KAUM–I. 

107801）のカラー写真に基づく．標本の作製，登
録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠
した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研
究博物館に保管されており，上記の生鮮時の写真
は同館のデータベースに登録されている．本報告
中で用いられている研究機関略号は以下の通り：
KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）；UMUTZ（東
京大学総合研究博物館動物部門）．

　結果と考察

Lethrinus erythracanthus Valenciennes, 1830

アマクチビ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 107801，体長 479.0 mm，全長
590.0 mm，体重 4,215 g，鹿児島県トカラ列島宝
島西方，水深 130 m, 2017年 9月 29日，一本釣り，
鹿児島市中央卸売市場魚類市場で購入（田中　積・
大富　潤）

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 9；臀鰭棘数 3；
臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 13；腹鰭棘数 1；腹鰭
軟条数 5；有孔側線鱗数 48；背鰭第 5棘起部にお
ける側線上方鱗数 4½；側線下方鱗数 15；鰓耙数
3 + 7 = 10．
体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

トカラ列島から得られた鹿児島県初記録および北限記録の
準絶滅危惧種アマクチビ （スズキ目 ： フエフキダイ科）
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体高 39.7；頭長 37.7；吻長 21.7；口唇部を除く吻
長 17.9；眼の下縁から前鰓蓋骨後角までの長さ
19.2；眼窩径 7.1；胸鰭長 29.9；腹鰭長 23.4；尾
柄長 18.8；背鰭基底長 47.1；背鰭棘部基底長
28.6；背鰭軟条部基底長 17.2；臀鰭基底長 17.1；
臀鰭棘部基底長 3.6；臀鰭軟条部基底長 13.0；臀
鰭最長軟条長（第 5軟条）15.8；眼窩前縁から眼
下骨前縁までの長さ 15.6．
体は前後方向に長い楕円形でやや側扁し，尾

柄部は強く側扁する．体背縁は吻端から背鰭起部
にかけて緩やかに上昇するが，眼隔域は上方に張
り出す．背鰭基底部から尾鰭基底上端にかけての
体背縁は極めて緩やかに下降する．体腹縁は下顎
先端から腹鰭起部にかけて極めて緩やかに下降
し，そこから尾鰭基底下端にかけて緩やかに上昇
する．胸鰭基底上端は腹鰭起部直上に位置し，腹
鰭基底下端は基底上端よりも僅かに後方に位置す
る．胸鰭の上縁と下縁は直線状．胸鰭後端は丸み
を帯び，臀鰭起部直上に僅かに達しない．腹鰭起
部は鰓蓋後端よりも僅かに後方，腹鰭基底後端は
背鰭起部よりも僅かに前方にそれぞれ位置する．
腹鰭の鰭条は第 1軟条が最長．たたんだ腹鰭の後
端は肛門に達しない．背鰭起部は腹鰭基底後端よ

りも僅かに後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端よ
りも僅かに後方にそれぞれ位置する．背鰭背縁は
各棘間において僅かに切れ込むが，それ以外に欠
刻はない．背鰭後縁は丸みを帯びる．臀鰭起部は
背鰭第 1軟条起部直下，臀鰭基底後端は背鰭第 7

軟条起部直下にそれぞれ位置する．臀鰭棘は第 3

棘が最長．臀鰭軟条は第 5軟条が最長であり，そ
の長さは臀鰭基底長の 92.3%，臀鰭軟条部基底長
の 121.5%．臀鰭後縁は丸みを帯びる．背鰭，腹鰭，
および臀鰭の軟条はすべて分枝する．尾鰭は円形
を呈し，湾入せず，後縁中央部は僅かに後方に膨
出する．尾鰭両葉後端は丸みを帯びる．肛門は臀
鰭起部前方に位置し，前後方向に長い楕円形．眼
と瞳孔はほぼ正円形に近い円形．眼隔域は膨出す
る．鼻孔は 2対で後鼻孔は眼の前方に位置し，前
鼻孔は後鼻孔の前下方に離れて位置する．前鼻孔
および後鼻孔はともに正円に近い円形を呈し，前
鼻孔の後縁に皮弁を有する．両唇は厚い．上顎骨
の表面は滑らか．主上顎骨は皮下に埋没し，外部
からは見えない．前鰓蓋骨および主鰓蓋骨の後縁
はともに円滑．体は剥がれにくい円鱗に被われる
が，前鰓蓋骨後縁よりも前方の頭部は，側頭部上
部に 6枚の鱗があるのを除いて無鱗．背鰭前方鱗

Fig. 1. Fresh specimen of Lethrinus erythracanthus from west of Takara-jima island, Tokara Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 
107801, 479.0 mm standard length).
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被鱗域の先端は眼窩後縁直上に達しない．各鰭は
被鱗しない．胸鰭基底部外側と内側，および尾鰭
基底部は小鱗に被われる．頭部には感覚孔が密在
する．両顎側部には 1列に強大な円錐歯が並ぶ．
両顎先端に位置する 2対の円錐歯は両顎側部のも
のよりも長い．側線は完全で，鰓蓋上方から始ま
り，体背縁とほぼ平行に尾鰭基底中央部に達する．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に黄土色を呈
し，体側下部から体腹面にかけては灰色がかる．
体側鱗後縁は橙色を帯びる．頭部側面は明るい橙
色．眼の下方から前鰓蓋骨下縁にかけては桃色を
帯び，橙色小斑点が散在する．眼隔域背面と側頭
部背面には暗褐色の不規則な斑紋がある．背鰭棘
部は黄色を呈し，不規則な暗色斜帯が多数ある．
背鰭軟条は黄色を呈し，各軟条間の鰭膜は赤色．
背鰭外縁は赤橙色．胸鰭は一様に赤橙色を呈し中
央部は黄色を帯び，胸鰭上縁は僅かに白色がかる．
胸鰭基底部は赤色を呈し，中央部は黄色．腹鰭は
赤色を呈し基底部付近は黄色を帯び，腹鰭前縁は
白色がかる．腹鰭各軟条間の基底部付近には黒色
色素胞が密にある．臀鰭軟条は黄色がかった黄土
色を呈し，各軟条間の鰭膜は赤色．臀鰭中央部は
黄色がかる．尾鰭は一様に赤色．虹彩は銅色を呈
し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　アフリカ東岸，セーシェル，チャゴス諸
島，モルディブから日本，オーストラリア北岸，
ツアモツ諸島にかけてのインド・太平洋に広く分
布する（久新ほか，1977, 1982; Sato, 1970, 1978, 

1997; Carpenter and Allen, 1989；益田・小林，1994; 

Carpenter, 2001；吉野，2008；島田，2013; Chiba, 

2017）．日本国内においてはこれまで沖縄県から
のみ記録されていたが（島田，2013），本研究に
より，トカラ列島における分布も確認された．

備考　記載標本は側線有孔鱗数が 48であるこ
と，背鰭第 5棘起部直下の側線上方横列鱗数が
4½であること，両顎側部に円錐歯が並ぶこと，
体高が体長の 39.7%であること，頭部に橙色小
斑が散在すること，尾鰭両葉の後端が丸みを帯び
ること，腹鰭各軟条間の基底部付近に黒色色素胞
があること，胸鰭基底部の内側に鱗があること，
および臀鰭の最長軟条が第 5軟条であり，その長

さが臀鰭軟条部基底長よりも長く，臀鰭基底長の
92.3% であることなどが，久新ほか（1977, 

1982），Carpenter and Allen (1989) や Carpenter 

(2001)，島田（2013）の報告した L. erythracanthus

の標徴とよく一致したため，本種と同定された．
アマクチビの日本国内における記録に関して

は，以下のものなどがある．Sato (1970, 1978)は
石垣島産アマクチビ 1個体（UMUTZ 52575，体
長 385 mm）を L. kallopterusとして報告し，具志
堅（1972）は沖縄県産アマクチビを L. kallopterus 

Bleeker, 1856として報告すると同時に，沖縄県内
において本種が「やきーたまん」と称されること
を 報 告 し た． 現 在 L. kallopterus は L. erythra-

canthusの新参異名とされている（Carpenter and 

Allen, 1989; Carpenter, 2001）．また，太田ほか
（2008）は 2005年 3月から 2007年 6月に八重山
諸島近海で漁獲されたアマクチビ 40個体が水揚
げされたことを報告すると同時に，それらのうち
の 18個体（体長 39–77 cm）に基づき，アマクチ
ビの体長―体重関係式を示した．
上記の通り，アマクチビは沖縄県内において

一定の個体数が漁獲されているものとみられる
が，鹿児島県以北における分布記録はなく，鹿児
島県内各地の魚類相調査（例えばMotomura et al., 

2010；本村ほか，2013；本村・松浦，2014；鏑木，
2016; Motomura and Harazaki, 2017；岩坪・本村，
2017）においても報告されていない．したがって，
記載標本はアマクチビの鹿児島県における標本に
基づく初めての記録となると同時に，分布の北限
を約 260 km更新するものである．
記載標本が水揚げされた鹿児島市中央卸売市

場魚類市場には薩南諸島各地から一本釣りや延縄
などによって得られたヨコシマフエフキ L. 

amboinensis Bleeker, 1854 や オ オ フ エ フ キ L. 

microdon Valenciennes, 1830などの大型フエフキ
ダイ属魚類が多数水揚げされる（萬代ほか，
2017；畑・本村，2017）．しかし，同市場におけ
るアマクチビの水揚げは極めて稀であり（田中　
積氏，私信），さらに著者らによる薩南諸島にお
ける継続的な魚類相調査においても記載標本を除
いて得られていない．したがって，トカラ列島に
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おける本種の出現は黒潮の輸送による極めて偶発
的なものであると思われる．
アマクチビは最大で全長 77 cmに達し（太田ほ

か，2008），一般的に全長 50 cm程度に成長する
こ と が 知 ら れ る（Carpenter and Allen, 1989; 

Carpenter, 2001）．本研究の記載標本は全長 590.0 

mmと大型である．太田ほか（2008）によると，
2005年 3月から 2007年 6月に八重山諸島近海か
ら水揚げされたアマクチビの最小個体は全長 35 

cmであった．同海域において，本種の小型個体
を漁獲できる漁法が展開されていない可能性も考
えられる．しかし，太田ほか（2008）ではアマク
チビと同属のイソフエフキ L. atkinsoni Seale, 1901

やミンサーフエフキ L. ravus Carpenter and Randall, 

2003などにおいて全長 20 cm未満の小型個体が
漁獲されているほか，キツネフエフキ L. olivaceus 

Valenciennes, 1830やムネアカクチビ L. xantho-

chilus Klunzinger, 1870など，アマクチビ同様に全
長 60 cm以上に達し，水深 100 m以深にも生息す
る 種（Carpenter and Allen, 1989; Carpenter, 2001；
島田，2013）に関しても全長 20 cm程度の小型個
体が得られていることが報告されている．このこ
とから，アマクチビは八重山諸島において，小型
個体の出現が極めて稀であることが推測される．
今回の記録は，八重山諸島の北方に位置するトカ
ラ列島からのものであることから，成長段階初期
における黒潮による輸送によって定着した結果で
はなく，大型に成長した個体がトカラ列島近海に
輸送されてきたと思われる．
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